
全
港
湾

検
数
労
連

検
定
労
連

大
港
労
組

全
倉
運

第
九
二
回
定
期
全
国
大
会
は

九
月
七
日
、
八
日
緊
急
事
態
宣

言
が
発
出
さ
れ
る
中
で
の
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

中
央
執
行
委
員
会
、
常
任
中

央
執
行
委
員
会
に
て
寸
前
ま
で

議
論
さ
れ
、
感
染
症
法
及
び
激

震
災
害
法
に
基
づ
く
非
常
時
に

お
け
る
組
合
規
約
・
規
定
の
限

定
的
緊
急
特
例
措
置
と
し
て
全

港
湾
の
歴
史
上
初
の
大
会
会
場

に
代
議
員
を
招
集
出
来
な
い
と

決
断
を
下
し
た
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

し
か
し
関
係
地
方
・
支
部
と

リ
モ
ー
ト
で
結
び
、
質
問
者
を

絞
ら
ざ
る
を
え
な
く
は
な
り
ま

し
た
が
、
二
十
七
名
の
代
議
員

か
ら
質
問
を
受
け
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
定
期
大
会
と
し
て
は

至
ら
な
い
部
分
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
が
、
九
月
八
日
十
一

時
に
真
島
委
員
長
の
団
結
頑
張

ろ
ー
三
唱
に
て
大
会
が
終
わ
り

ま
し
た
。

爆
発
的
な
コ
ロ
ナ
の
感
染
状

況
の
中
、
組
合
員
の
参
加
が
出

来
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
な
れ
な
い
リ
モ
ー
ト
会
議

の
中
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か

げ
で
無
事
大
会
を
開
催
し
、
終

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

日
港
労
連
は
、
二
〇
二
一
年

九
月
一
日
〜
二
日
に
か
け
、
第

六
九
回
定
期
大
会
を
北
海
道
函

館
市
内
に
於
い
て
開
催
し
た
。

大
会
で
は
、
全
国
港
湾
・
柏

木
中
央
執
行
委
員
長
、
日
本
港

湾
労
働
政
策
研
究
所
・
糸
谷
室

長
を
、
お
招
き
し
て
産
別
運
動

と
団
結
の
決
意
に
つ
い
て
、
貴

重
な
ご
挨
拶
を
頂
い
た
。

ま
た
、
二
〇
年
度
の
運
動
総

括
に
経
っ
た
う
え
で
、
二
一
年

度
運
動
方
針
で
は
、
港
湾
荷
役

・
関
連
部
門
・
検
査
部
門
を
踏
ま

え
専
業
・
現
業
労
働
者
の
地
位

向
上
・
職
域
の
確
保
・
安
全
問
題

な
ど
多
岐
に
亘
る
運
動
方
針
が

満
場
一
致
で
確
認
さ
れ
た
。

本
年
度
に
は
、
新
た
に
新
役

員
を
迎
え
、
港
湾
を
取
り
巻
く

情
勢
は
雇
用
と
職
域
な
ど
の
問

題
が
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に

あ
る
事
の
認
識
に
立
ち
、
更
な

る
組
合
員
仲
間
の
団
結
を
日
港

労
連
に
結
集
に
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。ま
た
、

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
大
会
宣
言

に
於
い
て
も
採
択
さ
れ
、
最
後

に
、
竹
内
中
央
執
行
委
員
長
の

旗
の
下
、
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
で

組
織
強
化
の
団
結
と
拘
束
力
の

意
思
を
固
め
、
第
六
十
九
回
定

期
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

検
数
労
連
は
九
月
九
日
か
ら

十
日
に
か
け
て
第
五
三
回
定
期

大
会
を
開
催
し
、
二
〇
年
度
運

動
の
到
達
点
と
総
括
、
二
一
年

度
運
動
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

活
発
な
論
議
を
交
わ
し
た
。

二
〇
年
度
の
運
動
経
過
で
は

昨
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
厳

し
い
状
況
の
も
と
、職
場
要
求

の
実
現
を
目
指
す
粘
り
強
い
た

た
か
い
を
構
築
し
て
き
た
。経

済
闘
争
で
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡

大
を
理
由
と
し
た
賃
金
引
き
上

げ
の
抑
制
に
歯
止
め
を
掛
け
、

全
国
団
結
の
成
果
で
一
定
の
回

答
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き

た
。二

一
年
度
運
動
方
針
で
は
、

職
場
の
切
実
な
要
求
や
諸
課
題

の
前
進
に
向
け
て
全
組
合
員
の

声
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
全
国
港

湾
・
全
労
連
・
各
共
闘
組
織
な

ど
と
の
共
同
行
動
に
積
極
的
に

参
加
し
、
検
数
労
連
運
動
の
前

進
を
は
か
る
た
め
に
、
運
動
方

針
が
提
案
さ
れ
論
議
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
大
会
代
議
員
か
ら

積
極
的
な
意
見
が
出
さ
れ
活
発

な
論
議
が
さ
れ
た
の
ち
、
最
終

的
に
は
全
体
の
拍
手
を
も
っ
て

二
一
年
度
運
動
方
針
を
確
立

し
、
第
五
三
回
検
数
労
連
定
期

大
会
は
成
功
裏
に
終
わ
っ
た
。

日日
港港
協協
はは
自自
らら

社社
会会
的的
地地
位位
をを
貶貶
めめ
てて
いい
るる

八
月
十
八
日
に
、
東
京
都
労

働
委
員
会
は
、
産
別
最
低
賃
金

制
度
を
巡
る
日
港
協
の
団
交
拒

否
に
つ
い
て
、
「
産
業
別
最
低

賃
金
に
関
す
る
団
体
交
渉
に
つ

い
て
、
私
的
独
占
の
禁
止
及
び

公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法

律
（
独
禁
法
）
に
抵
触
す
る
と

の
理
由
で
回
答
を
拒
否
し
て
は

な
ら
ず
、
誠
実
に
応
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
命
令
を

出
し
た
。
し
か
し
、
日
港
協
は
、

こ
れ
を
不
服
と
し
て
中
央
労
働

委
員
会
に
「
再
審
査
請
求
」
を

行
っ
た
。

こ
れ
は
、
産
別
労
使
の
多
く

の
課
題
に
向
き
合
わ
な
い
日
港

協
の
姿
勢
の
大
元
に
「
中
労
委

へ
の
再
申
請
」に
見
る
よ
う
な
、

社
会
的
責
任
の
放
棄
が
あ
る
と

判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
立
場
か
ら
の
脱
却
こ
そ

が
、
産
別
労
使
関
係
の
再
構
築

へ
の
大
き
な
一
歩
と
な
り
、
魅

力
あ
る
港
湾
労
働
を
確
立
す
る

正
常
な
労
使
関
係
へ
の
玄
関
口

だ
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
、

全
国
港
湾
は
、
再
審
査
申
請
を

取
り
下
げ
、
都
労
委
命
令
を
尊

重
し
、
正
常
な
労
使
関
係
を
築

く
こ
と
を
強
く
求
め
て
い
る
。

ここ
のの
まま
まま
でで
はは

年年
末末
年年
始始
例例
外外
荷荷
役役
のの

要要
請請
はは
受受
けけ
らら
れれ
なな
いい

都
労
委
命
令
に
従
わ
な
い
、

そ
れ
で
い
て
、
自
ら
進
め
た
い

Ｒ
Ｔ
Ｇ
遠
隔
操
作
化
や
、
船
社

の
要
請
を
無
前
提
に
受
け
入
れ

組
合
側
に
要
請
し
て
く
る
。
こ

う
し
た
こ
と
を
繰
り
返
し
こ
と

は
、
産
別
労
使
の
主
体
性
を
放

棄
す
る
の
も
等
し
い
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

私
た
ち
は
、
物
流
を
最
前
線

で
支
え
る
と
い
う
社
会
的
使
命

を
自
覚
し
、
そ
の
た
め
の
必
要

な
仕
事
は
こ
な
す
べ
き
と
考
え

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
正

常
で
良
好
な
労
使
関
係
が
あ

り
、
ユ
ー
ザ
ー
の
要
請
や
政
府

の
港
湾
政
策
に
は
「
雇
用
不
安

や
過
重
労
働
に
な
ら
な
い
施
策

が
伴
っ
て
お
り
」
、
「
そ
の
こ

と
を
業
界
団
体
と
し
て
モ
ノ
が

言
え
る
要
件
が
整
っ
て
い
る
」

こ
と
が
必
要
だ
。し
た
が
っ
て
、

都
労
委
命
令
を
反
故
に
す
る
日

港
協
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

し
、社
会
的
な
責
任
を
果
た
し
、

正
常
な
労
使
関
係
を
常
に
模
索

し
続
け
る
日
港
協
で
あ
る
こ
と

を
内
外
に
示
す
時
だ
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
第
一
歩
と
な
る
決

断
は
「
中
労
委
へ
の
再
審
査
請

求
を
取
り
下
げ
、
産
別
最
低
賃

金
に
係
る
団
交
を
開
催
す
る
」

こ
と
だ
。
そ
の
決
断
こ
そ
、
船

社
の
要
請
を
慎
重
に
吟
味
し
、

日
港
協
の
判
断
と
し
て
「
年
末

年
始
荷
役
を
要
請
す
る
」
と
い

う
契
機
に
な
る
も
の
と
考
え
ま

す
。決

起
集
会
は
、
以
上
の
産
別

の
考
え
方
を
全
国
の
仲
間
の
共

通
認
識
と
し
て
確
認
し
た
。

全
国
港
湾
は
、
十
月
十
四
日
に
開
催
し
た
労
使
政
策
委
員
会
に
お
け
る
日
港
協
の
回
答
を
吟
味
し
た
う
え
で
、
リ
モ
ー
ト

に
よ
る
全
国
決
起
集
会
を
開
催
し
、
全
国
の
仲
間
に
日
港
協
の
尋
常
な
ら
ざ
る
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
、
中
労
委
へ
の
再
審
査

請
求
を
取
り
下
げ
を
求
め
、
二
一
年
の
年
末
年
始
例
外
荷
役
の
要
請
は
受
け
入
れ
が
た
い
と
の
意
思
統
一
を
行
っ
た
。

検
定
労
連
第
四
九
回
定
期
大

会
は
、
九
月
三
十
日（
木
）に
、

代
議
員
、
大
会
役
員
、
中
央
執

行
委
員
、
特
別
中
央
執
行
委
員

及
び
書
記
局
の
総
数
三
十
一
名

の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。コ

ロ
ナ
禍
に
於
け
る
今
大
会

は
、
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
蒲
田
の
中
央
本
部
を
起
点
と

し
た
バ
ー
チ
ャ
ル
開
催
と
な

り
、京
浜
在
住
以
外
の
代
議
員
、

中
央
執
行
委
員
が
リ
モ
ー
ト
参

加
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
は
、
資
格
審
査
の
後
、

議
長
と
各
大
会
役
職
員
を
確
認

し
、
全
国
港
湾
柏
木
委
員
長
の

激
励
の
挨
拶
を
頂
き
、
議
事
に

入
り
、
中
央
執
行
委
員
会
提
出

議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

中
央
執
行
部
体
制
は
、
中
央

委
執
行
委
員
の
一
名
が
変
更
と

な
り
、
藤
田
中
執（
シ
ン
ケ
ン
）

が
退
任
、
岩
戸
中
執
（
シ
ン
ケ

ン
）
の
就
任
が
確
認
さ
れ
、
二

十
一
年
度
の
運
動
方
針
を
執
行

す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

大
港
労
組
は
十
月
八
日
、
大

阪
港
湾
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
於
い
て
第
六
九
回
定
期
大
会

を
開
催
し
た
。

大
会
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

を
十
二
分
に
取
り
入
れ
た
う
え

で
、
執
行
部
・
代
議
員
を
含
め

百
十
三
名
参
加
の
も
と
、
議
長

に
竹
川
代
議
員
（
中
谷
）
、
岸

代
議
員
（
山
九
）
を
選
出
し
議

事
進
行
を
行
っ
た
。

全
国
的
に
緊
急
事
態
宣
言
が

解
除
さ
れ
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
策
と
し
て
ご
来
賓
は
ご
遠

慮
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

全
国
港
湾
柏
木
中
央
執
行
委
員

長
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
団
体

か
ら
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂

き
ま
し
た
。

議
事
に
つ
い
て
は
、
二
〇
年

度
運
動
の
経
過
と
総
括
・
会
計

報
告
な
ら
び
に
二
一
年
度
の
運

動
方
針
・
予
算
、
役
員
選
出
と

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
大
会
宣
言

を
審
議
・
採
択
を
行
い
す
べ
て

の
議
事
が
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
た
。
最
後
は
、
小
嶋
執
行
委

員
長
の
頑
張
ろ
う
三
唱
で
締
め

く
く
っ
た
。

全
倉
運
は
九
月
八
日（
水
）に

名
古
屋
市
・
ウ
イ
ン
ク
愛
知
で

第
七
六
回
定
期
大
会
を
開
催
。

大
会
に
は
、
各
単
組
代
議
員
や

地
連
代
表
な
ど
五
十
七
名
が
参

加
し
、
二
〇
二
一
年
度
の
活
動

経
過
を
報
告
、
新
年
度
の
運
動

方
針
な
ど
を
審
議
、採
択
し
た
。

新
年
度
の
役
員
選
挙
で
は
、

中
央
執
行
委
員
長
に
山
本
晃
弘

さ
ん
（
川
西
倉
庫
労
組
）
を
選

出
す
る
な
ど
、
新
年
度
執
行
部

の
体
制
を
固
め
た
。

ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
情
勢
が
不

安
定
だ
▼
タ
リ

バ
ン
が
首
都
を

制
圧
し
、
政
権

が
崩
壊
。
こ
の

国
で
二
〇
〇
一

年
か
ら
二
〇
年
間
に
わ
た
り
戦

争
を
続
け
て
き
た
米
軍
が
八
月

末
、
逃
げ
る
よ
う
に
し
て
撤
退

し
た
。
多
く
の
人
が
国
外
退
避

で
き
ず
に
取
り
残
さ
れ
、
数
十

万
人
が
難
民
に
な
る
と
の
予
想

が
さ
れ
て
い
る
▼
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
で
の
戦
争
が
始
ま
っ
た
発

端
は
、
二
〇
〇
一
年
の
米
同
時

多
発
テ
ロ
の
首
謀
者
を
か
く
ま

っ
て
い
る
と
し
て
米
軍
が
攻

撃
。
こ
の
時
、
当
時
の
タ
リ
バ

ン
政
権
は
崩
壊
し
た
が
国
内
各

地
で
勢
力
を
維
持
し
、
米
軍
や

政
府
軍
と
戦
っ
て
き
た
。
こ
の

戦
争
は
米
国
史
上
最
長
の
戦
争

と
な
り
、
二
〇
年
間
の
死
者
数

は
合
わ
せ
て
十
六
万
人
以
上
と

言
わ
れ
て
い
る
▼
米
軍
が
撤
退

し
た
今
、
か
つ
て
の
タ
リ
バ
ン

政
権
は
女
性
差
別
な
ど
の
人
権

侵
害
や
圧
政
が
世
界
中
か
ら
非

難
さ
れ
た
。
今
後
に
つ
い
て
は

未
知
数
で
は
あ
る
が
、
市
民
が

犠
牲
に
な
る
こ
と
や
再
び
テ
ロ

の
温
床
に
な
る
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
。
今
後
は
国
際
社
会
が
協

力
し
て
注
視
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
▼
こ
の
戦
争
に
は

日
本
に
も
加
担
な
ど
の
責
任
が

あ
る
。
当
時
、
小
泉
政
権
は
米

国
主
導
の
報
復
戦
争
を
支
持
。

テ
ロ
特
措
法
を
成
立
さ
せ
、
自

衛
隊
艦
船
を
イ
ン
ド
洋
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